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研究の内容
、ツメガエルの卵細胞とマウスの精子を対象にして、老化によって弱まったミトコンドリアを蘇らせる効果

が期待できるATP量を増加させる薬剤（AMPK活性化剤のような分子）の探索を行うことがで
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不妊治療のための卵細胞や精子の機能回復につながる分子の探索

精子、卵細胞、エネルギー代謝

図1.生殖細胞へのエネルギー供給が重要

先進国では、晩婚化や環境の変化などが原因で6組に1組のカップルが不妊といわれています。

出生率を上げるためには、老化により質が低下した卵や精子の機能回復を図ることが効果的で

すが、卵や精子の質を判定するための指標すら示されていないのが現状です。

生物が活動を続けていくためには常にエネルギーが必要ですが、そのエネルギーは細胞では

アデノシン三リン酸（ATP）という分子に蓄えられて、様々な化学反応に利用されています。

細胞内でのATP産生は、細胞質での解糖系とミトコンドリアでの酸化的リン酸化によって行わ

れていますが、その効率は酸化的リン酸化の方が圧倒しています。

「卵形成時にミトコンドリアが爆発的に増加するツメガエルの卵細胞内や、母体に射出され

た後により激しい運動能を示すマウス精子でも、その状態によってエネルギー源であるATPの

合成の切替えが起こるのか？」という問いに答えることで、生殖細胞である卵細胞や精子の機

能とATPの関わりを理解し、ミトコンドリアの機能回復に応用することを目指しています。

本研究では、ツメガエルの卵細胞とマウスの精子を対象にして、老化によって弱まったミト

コンドリアを蘇らせる効果が期待できるATP量を増加させる物質（AMPK活性化剤のような分

子）の探索を行うことができます（図1.）。

本研究で探索を目指している分子は、卵や精子のミトコンドリアを若返らせるためのサプリ
メントや、不妊治療の効果を高めるための薬剤の開発につながることが期待されます。
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